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（別紙様式）

１４都道府県番号

神奈川県都道府県名

（① ② ③ ）

※該当する観点に をすることﾁｪｯｸ

Ⅰ．学校名及び規模

川崎市立東門前小学校

計 教員数1 2 3年 年 年 年 年 年4 5 6 特殊学級
２１学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ １５

児童数 ３ ３１２５１ ４６ ５５ ５１ ４７ ５９

Ⅱ．実践研究の概要（主題（テーマ）及び設定の趣旨）

・主題（テーマ）

「主体的な活動を支える学力の育成」

～一人一人の確かな学力を培う指導と評価～

・テーマの設定の趣旨

平成１１．１２年度川崎市教育委員会「特色ある学校づくり」推進校の研究に

、 「 」おいて 本校のめざす子ども像を 人とのかかわりの中で主体的に活動できる子

として、研究を進めてきた。

本年度の学力向上の研究においてもめざす子ども像を「主体的な活動ができる

子」とし 「主体的な活動を支える学力の育成」を主題とし、それを実現するた、

めに 「一人一人の確かな学力を培う指導と評価」の研究を進めることとした。、

Ⅲ．実践研究の内容について

（ⅰ）研究体制の工夫

研究テーマ

」「 主 体 的 な 活 動 を 支 え る 学 力 の 育 成

～ 一人一人の確かな学力を培う指導と評価 ～

研究テーマを設定するに当たって、学力のとらえを行うと同時に、本校のこれまで

の研究の経過を大切にした。

学力については 「知識・技能だけではなく、思考力や学ぶ意欲を含めた３つの資、

質や能力ととらえた。そして、これらの資質や能力が相互に補完しながら学力が育成

される 」と考えている。。

３つの資質、能力については、

○知識・技能

・各教科の学習指導要領の知識、技能に関する内容

○思考力・判断力・表現力
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・各教科の学習指導要領の思考・判断、表現に関する内容

・創造力 ・想像力 ・学び方 ・情報活用力

・コミュニケーション能力 ・プレゼンテーション能力

○学ぶ意欲

・関心 ・知的探究心 ・実践力

ととらえている。

確かな学力については 「知識・技能だけではなく、思考、判断し、自分の生き方、

をよりよくしていこうと将来にわたって働く力」ととらえることにした。

（ⅱ）実践研究の内容

○ 授業においては、評価計画を立て、子どもの実態を把握し、個々の子どもに対応

した学習過程を創造する。

・学習効果が上がるような指導計画を立てるために評価規準を作成する。

・学習時間内の子どもの反応を的確にとらえ 評価に対するてだてを用意する 形、 。（

成的評価）

・子どもの実態をとらえるとともに、教材研究を行い、より効果的な教材を開発す

る （教科書の指導内容を工夫するなど）。

・その単元、教材の学習内容、ねらいにあい、効果の上がる指導方法、指導体制を

工夫する （Ｔ・Ｔ、学習状況別グループ学習、学年内教科担任制 など）。

○ 自己評価力を育て、自ら学び、自ら考える力を育てる。

・各学年にあった自己評価方法を工夫する。

○ 子どもの実態を把握し、必要と考えられる基礎的・基本的な学習の時間を確保す

る。

・学期ごとに「もんぜんタイム（基礎・基本習熟の時間 」の計画を立てる。）

○ かかわりを大切にし、主体的に活動する場を設けることで、子どもの主体的な活

動や創造的な活動の力を育てる。

・ゆうゆうタイムやひがもん会議など、子どもの主体的な活動の場を設ける。

（ⅲ）成果と課題

○成果

・ 研究の重点として考えた「評価計画を立て、子どもの実態を把握し、個々の子ど

もに対応した学習過程を創造する」一連の試みは、一人一人の学習意欲を高めるこ

、 。とにつながり ひいてはより大きな学習成果を生むことにつながったと考えている

・ この研究を通して、私たち教職員が、より深く教材研究を行うとともに、一人一

人の子どもの実態を把握しようと努力する姿勢が身についてきたことも大きな成果

といえるであろう。

・ 少人数授業を実践し、学習する人数を減らすことで学習効果が上がることはわか

ってきたが、さらに学習状況別グループを組むなどして、児童の学習状況にあった

学習展開を創造することで、より大きな成果が期待できると考えられる。

・ １２月に３，４，５年生に行った学習意識調査で 「算数が好き」と答えた子ど、

、 。 、「 」 、もが ６割にのぼった また 学習したことをわかっている と答えた子どもは
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７割にのぼった。他の教科と比べても大変高い値を占めている。このことは、本校

の指導と評価の研究の成果ではないかと考えている。

○課題

・ 今後は、さらにその単元、教材ごとに、児童の学習状況にあったより効果的な学

習過程の創造に力を入れていかなければならないと考えている。

・ 「自己評価力を育てる」ことについては、低・中・高学年部会で、それぞれ学年

の各段階に応じた評価について考えてきた。その中でも特に、次の学習への励みや

意欲につなげていくこと、その学習の内容やねらいについて自ら振り返ることがで

きるような自己評価の在り方を考えてきた。

しかし、より効果的な自己評価の方法については、まだまだ研究途上にあり、今後

さらに研究を深めていく必要を感じている。

・ 「かかわりを大切にし、主体的な活動をする力を育てる」ことについては、教育

課程全般はもちろん、授業の中でもいつも意識して取り組んできた。特に、中学年

ではコミュニケーション能力の育成に重点を置いて取り組んできた。人と人との望

ましいかかわりの中で、安心して自分を出せる環境が生まれ、主体的な活動ができ

る力も育ってくるという考えのもと、さらにかかわりを大切にする視点で、教育課

程全般を見直すと同時に、個々の単元、授業における学習過程の中でもかかわりを

大切にしていきたいと考えている。

また、児童活動においても主体的な活動を行える場を確保するために 「ひがも、

ん会議」の充実などに力を入れていきたいと考えている。

・ 本校で 月に行った学習意識調査で、多くの子どもたちは学習に対して 「もっ12 、

とできるようになりたい 「新しいことを知るのが好きだ 「問題が解けたり、。」 。」

新しいことがわかったりするとうれしい 」と考えていることがわかった。子ども。

たちは自分をよりよく向上したいと思っている。私たち教職員は、この切実な願い

に答えるべく、さらに個々の子どもの思いや願いを大切にした学校づくりを目指し

て行きたいと考えている。

（ⅳ）成果の普及方策

○公開研究会

・日時 平成１５年１月２２日（水）

・場所 川崎市立東門前小学校 川崎市川崎区東門前３－４－６

・研究テーマ 「主体的な活動を支える学力の育成」

～一人一人の確かな学力を培う指導と評価～

・対象 オープン １６９名参加（県外３５名、川崎市外９名、川崎市内１２５名）

○ＨＰ

・本校のホームページにおいて研究公開のページを設け、本年度の研究授業や研修の

内容について公開を予定している。

)（http://home.keins.city.kawasaki.jp/2/KE200301


